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1. はじめに 

三重県伊勢市内23箇所(図-1赤丸内)の調査ボーリング

データの内9箇所で沖積層中に層厚0.3～1.6mの火山灰層

の記載がある。火山灰は一般的な砂・シルトとは異なる

物理特性を持つ特殊土であり，また，鍵層として地層対

比に有用な情報となる。そのため，今後の伊勢市内工事

等でこの火山灰が認知されるよう，3試料の火山灰同定結

果と共にその分布および物理特性について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 火山灰層の確認深度 

火山灰が確認された下端深度は GL-7.4～10.8m 付近 

(下端標高-5.4～-9.7m)で，平均下端標高-8.3m 付近であ

り，沖積粘性土層と沖積砂質土層の境界付近に相当する

(図-2)。 

3. 火山灰同定  

火山灰が確認された9箇所のボーリング地点の内3試料

(No.1～3)を用いて，古澤(1995)2)，古澤(2003)3)より「検

鏡(粒子組成分)」と「屈折率測定」の手法を用いて火山

灰分析を行い，分析結果を町田・新井(2003)4)のテフラの

特徴に照らし合わせた。その結果，この火山灰は約7,300

年前の「鬼界アカホヤ(K-Ah)」であることが判明した。

川瀬(2012)1)は勢田川流域における上部砂層中部の貝殻

片の年代測定を行い，6,700±70yrsBP との結果を得てお

り，沖積砂質土層最下部付近の火山灰との整合的な層序

関係となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 火山灰の物理特性 

伊勢市内の火山灰の内，物理試験が行われていた8試料

について，以下に特徴をまとめて示す(表6-1参照)。 

(1)土粒子密度 

 平均2.473g/cm3と一般土(豊浦砂2.64g/cm3)に比べ小

さな値となる。これはこの火山灰が密度の小さな火山ガ

ラスを主体として構成されているためである(写真-3)。 

（2）含水比 

 56.9～84.7%とばらつきがあるが，概ね61～74％の範囲

のものが多い。 

(3)粒度分布 

 全体の34～69％がシルトサイズで構成され，細砂サイ

ズを混入する(図-4)。均等係数は25～35主体。 

(4)液性限界・塑性限界 

 試験を行った試料全てが非塑性粘性土となる。 

上記の物理特性から，伊勢市内の火山灰は細粒土であ

るが，火山灰質粗粒土であるシラスと似た特性を示すこ

とがわかった。このような特性は三重県津市の「みがき

砂」と称される火山灰質粘性土に類似している。 

Light Mineral

Bw Pm O Fl・Qu Opx Cpx Gho Oth Opq

No.1 259 41 0 0 0 0 0 0 0 0 300

Fl・Qu：長石・石英
Pm：パミスタイプ Opx：斜方輝石　Cpx：単斜輝石  Gho：緑色普通角閃石
O：低発泡タイプ Opq：不透明鉱物　Rock：岩片・風化粒 

Heavy Mineral
Rock

Bw：バブルウォールタイプ

試料名 Total
Volcanic Glass

表-1 No.1 粒子組成分析結果 

No.1 

図-1 地形分類と調査位置 (川瀬(2012)1)を修正・加筆) 

No.2 

No.3 

写真-2 No.1顕微鏡写真 

(無記載は Bw) 

図-3 No.1の屈折率測定結果 

(屈折率1.511-1.516) 

火山灰層 沖積粘性土(シルト) 

写真-1 沖積粘性土と火山灰層の境界(No.1のぺネ試料) 
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図-2 模式断面図 

火山灰 
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この火山灰は上記の物理特性を持つこと，および大半

を構成する火山ガラスが粒子摩擦の少ない表面であるこ

とから，乱すと流動化する可能性がある。 

力学特性については，本調査ではデータは得られてい

ない。シラスやみがき砂は，乱す前と後で強度が大きく

異なることが知られているが，火山灰(K-Ah)では，どの

程度の強度差が生じるのかは不明である。一方で火山ガ

ラス粒子は砂などのシリカ粒子より脆弱なため，締め固

め時には粒子破砕が生じて密度増加が期待できる。 

5. 伊勢市内の火山灰分布とその成因 

町田・新井(2003)4)によれば K-Ah が降下火山灰である

場合，調査地付近では層厚20cm 未満であるとされてい

る。ところが確認された火山灰は層厚が0.3～1.6m と厚

い。K-Ah がこの地域に層として厚く堆積している原因

は，二次堆積であるためと考えられる。川瀬(2012)1) に

よると，最終氷河期の海水準低下期の宮川は，今より東

側に本流があり，現在の勢田川流域(調査地)に深い谷を

形成していた(図-5)。この谷は海水準の上昇に伴い，陸

側からの土砂の供給により埋没が始まる。また，伊勢湾

を望む海岸部は発達した浜堤が分布していることから，

当時，宮川の河口付近は浜堤により外海から閉ざされた

内湾環境となっていたと考えられる。宮川流域に降灰後，

河川によって運搬された火山灰は閉塞された内湾に集

中・堆積したため，厚層化したものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところで図-2をみると，この火山灰は沖積粘性土に挟

まれる場合と沖積砂質土に挟まれる場合がある。No.1で

確認された火山灰層は沖積粘性土に挟まれているが，ペ

ネ試料及びボーリングコアで確認された地層境界は上下

とも明確で，生物擾乱などを受けていなかった(写真-1)。

そのことから，No.1付近の火山灰層は比較的短期間で堆

積および被覆されたものと解釈される。つまり各ボーリ

ング孔の火山灰層下端を同時間面とすると，分布標高や

挟まれる土層の違いは，海底地形や堆積環境を反映して

いるものと解釈できる。 

6. おわりに 

一般的な土質ボーリング調査はノンコアにて実施さ

れ，主として標準貫入試験試料から土質を確認している。

層厚0.3m の火山灰はこの方法では見逃す可能性が高く，

また，火山灰を細砂もしくはシルトと誤認している柱状

図も散見された。伊勢市内工事等でこの火山灰が認知さ

れるように，表-6に火山灰の特徴を示す。 
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シルト～細砂粒径。全体にシルトを主体とし，砂の混入
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非塑性である(NP)。

No.1では，砂質シルト～シルト質微細砂状を呈してい

る。粘性はほとんど感じないことに加えて，指先先端に
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を受けていないことを確認した。砂質土層との地層境界
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高いことがある。

採取時は灰色であり，採取後に時間が経過すると褐色味

を帯びることがある。

ρｓ＝2.447～2.542g/cm
3
(平均値2.473g/cm

3
)と沖積層と

比較して低い。火山ガラスから構成されることが影響し

ている。

表-6 伊勢市内の火山灰(K-Ah)の特徴 

図-4 火山灰8試料の粒径加積曲線と液状化の可能 

  性のある粒径範囲(Uc≧3.5)(沿岸開発技術(1997)5)) 

図-5 埋没谷等深線図 (川瀬(2012)1)を修正・加筆) 


